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年頭のご挨拶
放射線治療棟が新 しくなります

院長 小島 靖彦

あけましておめでとうございます｡

新年を迎え､この一年が皆様にとりまして良い年でありますようお祈 り申し上

げます｡

皆様ご存 じの通 り､昨年は国立病院機構も事業仕分けの対象となり､これから

は交付金の削減など厳 しい医療環境を強いられそ うです｡ しかし､医療行政がど

のような舵取 りをしようとも､当院は入院治療に重点を置いた急性期病院として､

今後とも｢質の高い､安全性のある医療｣の提供を職員一丸となって貫き通す所存であ

りますので､どうぞご支援の程よろしくお願い申し上げます｡

さて､当院の永年の懸案事項であった放射線治療棟の増改築等整備工事が､この 6月頃より着工の運びとな

ります｡放射線治療棟に関しては､建築年次が昭和 35年から 53年であり老朽化､あるいは診療部門から遠く

離れていることから､患者さん､並びにご家族の皆様には大変なご不便をおかけしていたところであります｡

本整備に関してはかねてから検討を重ねてきたところでありますが､その都度問題が生じ棚上げ状態になって

おりました｡ しか し今回､建築基準法改正による構造規定の見直 しなどの､諸問題が解決できる方向となった

ことより､整備申請が承認 されたものであります｡本整備計画は､放射線治療 ･アイソトープ棟の整備に併せ､

原子力センター､手術部､中央放射線部 (血管連続撮影装置の増設)､集中治療室の整備拡張も同時に行 う大掛

かりなもので､既存の原子力センターを取り壊 し､その後に地下 1階､地上 3階までの建物を増築するもので､

その期間は約 1年の予定であります｡放射線治療部門あるいは中央放射線部は ｢地域がん診療連携拠点病院｣

として､中心的役割を果たし診療 ･治療 レベルの一層の向上に寄与すると考えられますので､皆さんも是非期

待して頂きたいと思 う次第であります｡

ところで､今回の工事はこのような､かなり大掛かりとなりますので､中病棟北側の駐車場は当面は利用出

来なくなります｡このために､工事期間中は患者さん､並びにご家族の皆様には何かとご迷惑をおかけすると

は思いますが､日常診療には支障を来さないように､病院を挙げて対応致しますのでご理解賜りますようお願

い申し上げます｡なお､工事期間中の患者の皆さんの駐車場は院外の職員駐車場に確保する予定であります｡

また､現在の放射線治療棟の跡地には患者さん用の立体駐車場を建設する構想であります｡これまでは病院敷

地内の駐車場が少なく大変ご迷惑をおかけ致してお りましたが､幾分かは緩和されるものと思っています｡ご

理解賜りますよう､重ねてお願い申し上げる次第であります｡

以上､放射線治療棟の増改築等整備工事着工のご報告を兼ね､また ｢地域がん診療連携拠点病院｣の充実の

ために懸命に努力することをお約束し､年頭のご挨拶とさせて頂きます｡

平成 23年 1月

金沢医療センター
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放射線治療棟 (奥側)と自走式立体新市場 (手前側)の完成イメージ図

放射線治療棟と自走式立体駐車場完成後の院IJJ配置図 

金沢医療センター
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__ー_ー___ー __, 第 2回病院祭報告

統括診療部長 池田 清延

今回も晴天に恵まれ､第 2回病院祭が 2010年 10月 23日 (土曜 日)､

午前 10時より午後 3時まで開催されました｡前回の経験と反省を活かし

皆さんからのご意見やスタッフ一同のアイデアを結集すべく､5回以上に

渡る会議により催 し物の検討を行ってきました｡今回のサブテーマを ｢地

域に開かれた病院をめざして｣とし､多くの催 し物を計画 しました｡そ

の目玉として､今回は少 しお祭 り気分を出そ うとキッズコーナーや綿莱

子コーナーを設けました｡他に骨密度やメタボ検診を狙った健康チェッ

ク､各診療科からのポスターや ビデオ展示､看護学校やコメディカルの

展示ブース､お昼休みを利用してのロビーコンサー ト､模擬診療体験 (実際の治療器具の操

作､手術疑似体験)､アロマセラピー体験なども行われました｡

その結果､来場者数は 200名以上 (主催者発表)でアンケー ト回収人数は 128名でした｡

最も高い評価をいただいたのは､手術疑似体験コーナーで､アロマセラピー､健康チェック

と続きました｡やはり､来場者の皆さんにとって普段､眼にすることのない模擬手術体験は

非常に新鮮で興味深く楽 しんで頂けたかと思っています｡キッズコーナーでの可愛らしい ド

クターやナースの衣装を着ての写真撮影も子供さんや親御さんに大変人気でした｡

少 し残念だったのは､中学校や高校生に少 しでも医療体験をして頂きたく事前に学校に宣

伝 ビラを配布 し広報活動にも努めましたが､若い方たちのご来場が少なかったことです｡や

はり､21世紀美術館で行われた ｢人体の不思議｣展までは行かないまでも､若い方たちにも

興味が湧くような展示も考えなくてはと大いに反省させられました｡次回は練 りに練った内

容のものを用意するつもりです｡ご期待ください｡

最後に､院長をはじめとする病院のサポー トならびに 150名近くのスタッフの皆さんのご

協力を頂き､今回も盛大に病院祭が行われたことを深謝いたします｡皆さん､ご苦労様でし

た｡ 

金沢医療センター
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～ 医 療 の 広 場 ～ 

かやさエら まさと
新部長紹介 :外科部長 萱原 正都 

2010年 11月 1日付けで金沢大学附属病院より外科部長として赴任い

たしました萱原でございます｡1982年 3月に金沢大学医学部を卒業後､

故宮崎逸夫教授が主宰する外科学第二講座 (覗:消化器･乳腺 ･移植再生

外科)に入局し､大学院では肺癌の神経浸潤に関する研究と消化器外科

全般にわたる診断 ･治療を研錬してまいりました｡2年間の黒部市民病

院外科で地域医療を含めた研修の後､1990年 4月からは金沢大学附属病

院の勤務となり､肝月旦陣外科学 (とくに胆道､謄瞭)の臨床･研究･教育を担当してまいりました｡

胆道癌･牒臓癌の悪性腫虜手術と胆石症を中心とした鏡視下手術を専門としております｡1999年か

ら金沢大学病院では京都大学移植外科の協力のもとに生体肝移植が開始され､大学病院における肝

胆障外科手技も大きく変化致しました｡消化器外科領域のなかで高難易度手術とされる陣頭十二指

腸切除術に対しても移植手術手技を応用することにより､根治性を損なわない無輸血手術が可能と

なりました｡このような患者さんにやさしい外科治療を提供することを基本理念としてまいりまし

た｡

こうした大学病院での経験をいかして金沢医療センターにおきましても微力ではありますが､専

門である肝胆陣外科領域は勿論､消化器外科全般にわたる診療にあたりたいと思っておりますムさ

らに､当院には消化器科の強力なスタッフがそろっており､消化器科の諸先生と密接な連携をとり､

患者さんにより良い医療を提供できる診療体系を目指したいと考えております｡今後は石川県の中

核病院としての金沢医療センターの役割を果たすべく外科の一員として貢献したいと存じますの

で､皆様のご厚誼ご鞭榛をお願い申し上げます｡

おおた はじめ
新医長紹介 :消化器科医長 太田 肇

前消化器科･光学医療診療部長の森本日出雄先生がお亡くなりにな

られ､昨年 7月 1日より消化器科医長を拝命しました太田肇です｡金

沢生まれの金沢育ちです｡昭和 62年に金沢大学医学部第-内科 (潤
化器内科)に入局し､当院-は平成 17年に赴任しました｡専門は消

化器内科全般ですが特に肝臓病学を専門としております｡国民病とも

いえるC型肝炎ウイルス､B型肝炎ウイルスによる慢性肝炎･肝硬変･

肝臓がんを得意分野としております｡ウイルス性肝炎の治療は毎年､毎年新しい発見があり､日々

進歩している領域です｡今までは効果が不十分であったC型肝炎のインターフェロン治療もかなり

成績が向上してきていますも当科では最新の遺伝子検査も導入し､患者さんひとりひとりに一番よ

いと思われる治療法を選択し､安全で少しでも副作用が少なく､治療成績の向上を目指しています｡

消化器科は肝臓のほかに胆道､肺臓､消化管全般にわたる病気の診断 ･治療を行っています｡内

視鏡を用いる検査や治療が主になるため医師 6人が力を合わせて協力的に行っています｡また手術

になる症例も多いので常に外科の諸先生とも連携をとり､最適のタイミングで手術をしていただい

ております｡森本先生のご遺志である､患者さんが中心の診療体系を受け継ぎ､日々 精進して参り

たいと思いますので､皆様のご指導ご鞭錘をよろしくお願い申し上げます｡

金沢医療センター 
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～当院を受診される患者さまへ ～
金沢医療センターの休日及び時間外の救急医療体制についてのご案内

医事 専門職 浜口 正

当院は石川県より指定を受けた救急告示医療機関であり､病院群輪番制病院として地

域の救急医療を担っており､救急車搬送患者数は石川県内で最も多くなっています｡

救急医療体制は初期救急､二次救急及び三次救急に区分されています｡初期医療機関

とは ｢診療や健康相談などを行 う､かかりつけ医など住民の皆さまに身近な医療機関｣

を､二次救急医療機関とは ｢比較的専門性の高い外来医療や､一般的な入院医療を対象

とする医療機関｣とされています｡三次救急医療機関は ｢生命が危機的な状態にある患

者さんや､高度､特殊､専門的な医療を実施する大学病院や救命救急センターなど｣と

なっています｡各段階における救急医療機関がそれぞれ機能を分担し､相互に連携をし

て救急医療に当たっている状況です｡

当院は二次救急医療を担 う二次救急医療機関として救急医療体制を整備 しています｡

当院の休 日及び時間外における救急治療部の体制は内科系当直医師 1名､外科系当直医

師 1名､小児科当直医師 1名の計 3名の医師に､集中治療室 (ICU)当直医師 1名､

冠動脈集中治療室 (CCU)当直医師 1名を含めた合計 5名の医師で対応 しています｡

従って常時全ての診療科の医師が当直しているわけではなく､各診療科の医師が交替で

当直勤務をしています｡そのため､例えば ｢転倒 して膝を負傷されて当院に時間外受診

された場合｣でも直ちに ｢整形外科医師｣による診察ができない場合があります｡この

場合は外科系当直医師により初期治療をさせていただき､整形外科医師による詳しい検

査､処置等は翌日ということがあります｡患者さんの立場からすると直ぐにでも専門診

療科医師に診てもらいたいお気持ちは重々承知しておりますが､昨今の医師不足を含む

救急医療体制の仕組みと当院の現状について是非ご理解をいただければと思います｡な

お､患者さんの病状､病態の緊急性や急変等に応じて各専門診療科の医師に連絡する体

刺 (｢オンコール体制｣といいます｡)等を整備 し､緊急､急変時対応を行っています｡

これからも救急治療部では ｢救急を断らない｣を目標に取り組んで参りますので､ご

支援､ご理解の程よろしくお願い申し上げます｡

金沢医療センター 
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院内コンサートだより 二:

第 1

Mu

7

isca

HPの 

演奏会をしていると思いがけない喜びがあります0200年の演奏会後､当団

La

(

戸重石だよりでは読者の皆さまより､短歌､俳句､随筆､エッセー､写真などの文芸作品を随時

募集しています.頂いた投稿については戸重石だより編集委員会において厳正なる審査のうえ声量
石だより紙面上に紹介させていただきます○投稿先は下記のとおりです○皆さまのご応募お待ちし
ております○ (戸重石だよりは 1月､4月､7月､10月の年 4回発行を予定していますo)

声楽アンサンブル (ラム

ジカ )は 今回も医療センタークリス

マスコンサー トに参加 させていただ

きました｡5回目の参加で当団の恒例

行事となりつつあります｡お客様は通

常の演奏会とは違い､必ず しも合唱に

興味のある方ばかりではないので､楽

しんでいただけたか どうかがいつも

気にかかります｡皆様の表情を見なが 

ら歌っていましたが､楽 しそ うな 顔を拝見し､大きな拍手をいただき団員一同､

一安心 しています｡今回はピアノ伴奏を内科の伊勢拓之先生にお願いしました｡

合わせ練習は 1回だけでしたが､当日は素晴らしい伴奏でした｡他の病 院スタッフ

の方の演奏 レベルも高くいつも感心 しています｡

)にメールを頂いたことがあります｡患者様の娘 さん1 knzwcom.
-
imusca
-
a
からでした｡気分が落ち込み暗い顔をされていたお母様が演奏を聞かれ ､表情

が明るくなり驚いたとの感謝の内容でした｡団員一同幸せな気分になった 瞬間

1でした｡こういう出会いを求め､今後も演奏を続けたいと思っています｡ 201
年 5月 15日(日)に県立音楽堂で演奏会を行います｡もう少 し聴いてみたいと思

われた方は是非お越 しください｡ 
Mu 団員 ;正印克夫isca
La
( 記､当院脳神経外科医師) 

E=-[ .≧Q=; ○ .

～投稿記事募集のご案内～

持参の場合 :金沢医療センター内の ｢御意見箱｣に投函､又は地域医療連携室までご持参の
程よろしくお願いしますQ

52郵送の場合 :〒9 
金沢医療センター地域医療連携室内 戸重石だより編集委員会事務局 

68-0 0 石川県金沢市下石引町 1番 1号

Eメールの場合 k h tanazawaos.@di:amn ) )t
Oig..
 (表題を ｢戸重石だより投稿｣として下さい○)

*いずれの場合も住所､氏名､連絡先等の記載をよろしくお願い申し上げますo

金沢医療センター 
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担 当 医 一 覧 表

抄dE時rrI診dE科B 【初診受付時 rPl】 午前 8時 30分～11時 30分 平 鹿 2 3生 1月4日* *局 火 水 未 金

内 科 初 B 吉 村 吉 Jt/北 JI JF 長 岡 tP * 火It日:初診は隅4交代です水4日:初除くSJ化書)は甲ig交代ですJ*床d坂主:事1-兼一月qE8(14:00-15:00)X血圧坂主二手2水qEEl(l5:30-16:30)兼任外来 :毎iL火曜日(l4:00-15:00)暮千的

初 捗 (消 化 JI) 太El(丑) 小 X■/岡♯ hl 丸 川

内 ヵ 泌 .代 ～ qノ 能 生 長 岡 能 登 JE EE) 長 岡

内 分 泌 .代 抑 (能 生) 兼 田 

Y . JI ZF l 伊 勢 伊 勢 上 川 吉 村 吉 村

透 析 上 川 吉 村 伊 勢 上 川 上 川 

Jh # 吉 Jt Jq■ 吉 Jt ■ ■ 大 ■ 

PI 吸 書 北 Jl Jl 北 ■ * * JL

消 化 書 帆 太田 (I) 小 太田 (I) 岡 JL

消 化 ♯ 小 朋 丸 川 丸 川 書 ▲ 

f* 神 科 坂 井 小 玉 杉 JE 小 圭 坂 井

神 経 内 科 折 田 坂 尻 新 田 坂 尻 新 田 火:物忘れ外来(午前.事予約)水:叫A外来(午前)食 :ふるえ外来 (午前)物忘れ外来(新田) JAA外来 ふるえ外来(坂尻) 

■ EI I 科 珍 佐 伯 中 村 池田 (Jt) 中 中 村 初砕く毛 E3) 

I? 小 JL Pi上 阪 上 坂 上 小tF池田くJt) 佐 伯 佐 伯 池EZ)(Jt)

小 児 科 珍 太 田 (和) ii5 1去 太 田 (和) Sf I吉 太 田 (初) 予防捷稚 :火 ,木曜日の 14:30-15:30(T千約)千枚の+∩外来 :14:00-16:30(事千的)■抄 :火 .木qE日の 13-.30-ー5:00(事予約)

珍 水 ff 荊 Jt * JI 水 軒 刀 林

■門外乗 (午前 ) 漕B .gFJl書

書 M 外 来(午 捷) 大fEl(和).夜見外来 刀林.未熟児尭iI 太田(初).Y■BEI 清治 .叶Zt廿 漕法 .gF4書

水fI.71牡 水P.7レ̂ キ̀- 木qL.内令泌 鹿瀬 .7+牲 夫EE)(和).IB杜i&IE 

1ケ月t捗 :木qt予防?+qL 予防嬢fI 刀 祢未払児尭it

外 科 IF 絹 山 (手術 E3) dI LII (手術 E]) 書■ 山 事LAI外来 (初幹)月.金4日の8:30-10:00(交付時rrl)5J化fストーマ外来 :兼 l月It日 13:30-

珍 ZE DF 土 原

珍 竹 川 竹 川 竹 川

玉 LF■ 阪 JL Bi 小JL(12*ヨー)
六 珍 初tB血B 松 村 初捗 松 村

七 甘暮 4 初捗 轟EB 暮 ■

丸 井 外 来 暮 ■ (dI山) 竹 川

巷 形 外 科 初 診池 田 小 村 ASJLl 上EZ) 内 JF 

7I ti&%M 池 田 抽 村 池 臼 上田

再 診(S* E3) 上田 (手術 E3) 納 村 (手術日)再 捗 内 # 内 ■

脳 神 経 外 科 珍 池 田 池 田 当暮匹(手桶日) 池 田 正 印 月.水.金lt日:手術 E3火ltEI二Jiは､-1交代です.(10:00- )木(14:00-)ハ̀-キンソンA外兼(事予約)

珍赤 池 正印′赤池 正 印 赤 池

午a予約外来

呼 吸 8 外 科 珍太田く安) (*W E)) 大日 (安) (手術E]) 太 EZl(守) 
JF 一缶 木 ●毛 木 I春 木

心 & 血 f 外 科 珍 7IBのみ ■ ■ 7t珍のみ ▲ ■ 7t捗のみ 初幹 (-ti)は火 .木qEE3です.珍(S# En 川 上 (手柄 E3) 松 本 (手術日) 月.水､金qEB:手術日tB 松 本 笠 ▲

皮 席 料 初 診 / 再 捗 鵜 沖 西 も 格 沖 相 沖 西 A 推■外兼二木l一E3(13:30-15:30)

再 診西 ▲ 相 沖 古 ■ 吉村 (求) 吉村 (栄)

再 呼 吉村 (#) 吉村 (栄)

泌 尿 羊 科 珍■ 田 姓 田 B EE) ^JL* 溝 田 ED外来 :yl2.4本qE日 14:30-泌原書ストーマ外来 :事3月qE日 13こ30-月.水,金qE日:手術日 

IB石 ;1 ^I# ち ;1 石 ;1 石 浦

八I程 (手術日) 八It (手術 8) 八Jl種 (手術日)

産 婦 人 科 珍 瀬 戸 平 林 瀬 戸 * 谷 斗 戸 妊jL■書捗:午前く月一食)助JE師外来 :午前(月一食)(事予約)火.木qEE]:手術 El午tk:助亜群7uI外来(事予約)

珍 平 林 当事医(手術 E]) 平 林 当暮ES(+# E]) 平 林珍 金 谷 * 谷 * S

西 香 西

眼 科 tf Jt EZl 1 EZ) I EZ) JiEZl A fll 火 .木qL日:手術日珍 当書缶 当■匹

耳 ■ 咽 喉 科 珍 暮 ロ * E) * ロ I 口 * El 小児NLt :火-木曜 日(事予約)月.水.金l一日二手輯日IF 兼 fI 兼 甜 兼 舘 兼 !t 兼 舘 

tF Jl iK

放 射 * 科 珍事 JL 多 EEl 多 田 I + 照射の依JA:毎 E]可 

LF 小 林 小 林 小 林 小 林 小 林

( 租 書 汝 ) ≠ 原 多田.牧田 大久保 多EEl.竹原 t JI

☆ 科 口腔 外 科 初 B / 再 捗 中 Jt (当事医)(手術日) 能 dl 初診のみ(当書匿)(手術 E]) 小 山 火.木JtE]:手術日

再 診 能 書 中 Ji 中 JE

再 診 小 山 小 山 他 NF 

7I 捗 山 叫 山 叫

再 診
麻 酔 科 珍■ 斗 * 4 ■ 8 ■ 8 ペインクリニック､捕れt?千 -,午前中 

※ 特殊 外来及び午攻外兼は､予約が必辛です｡なお､急患について揺.終 日受付します｡

担当医は林合により変更となる4合がありますのでご77乗Jiいます｡ 
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～～～金沢医療センターの理念及び基本方針～～～


【理 念】

私たちは､生命の噂さと人権を噂屯し､


安全で巌良の医療をめざします｡

【基本方針】 

-､説明と同居に栽づくイLi一頼される挺癖を提供 します｡ 
-､触媒研究を行い､蛙;;:の進)にf献します｡

･､納診連携を推進 して､地域h:癖にi'.i l献 しますO

-､医療授供共盤の安'jtに努

I

め､医

JJ

療原

i

境の向上を図ります｡
;

●●
患者の権利 ･義務

医糠 は医糠者 と患者 さん との侶 頼関係 で成 り立 っています｡金沢医嫉 セ ンター では､信頼 され 炎心 して受 診 していた

だけ る病院 を尖現す るため､患者 さんの鹿本的 な権利 を明確 に して これ を職 良一同が認識 す る と共 に､患者 さん に も 
lEii務 を守 っていた だ くことをお拙 いいた します｡

【患者さんの権利】 【患者さんの鶴務】 
人格 を 尊重 した蛙癖 を受 ける ことができますo . .1. ) ご自身 の鮎 康状態 をで きるだけ詳細 かつ lL-確 に､蛙

1. ; l･ 帥 をは じめ とす る医始拙供1良JBな医糠 を公 ､''に受 け る ことがで き ます. m=お知 らせ 下 さい｡ 
i. J 1校企や治療方針 について納得 し合.: T.仙状 ､治療 法 ､見通 しな どの戊明 を十/)に受 け納得の . aの うえ､,I欲 を

上 で､治療 ノノ法 を選ぶ ことがで きます｡ 持 って放 り組 ん で くだ さい｡ 
I. 1快適 な嫉蓑端境 づ く りにu,J下 さい｡病状 ､治療 法 ､見通 しな どに関 して､他 の恢師 の忍 見 . lノ


(セ カン ドオ ピニ オン) を聴 くことができます I.柄院 の規則 と職 員の指ホ をT･つて くだ さい｡

1.自分 の古参糠録 (カルテ)の j■己載 内容 につい て知 る こと


が で きますo
 
l.病状や診療 内容 に関す る個人 の情報 は､厳密 に保護 さ


れ ますD


命沢に赴任 してあっという間に数ヶ月が過ぎ､隼 も変わりました｡初めての北陸ですが､やはり雪にはA=しみそうです｡車で帰省 し帰

ってくると､BluI駐車:堀が雪で埋 もれてお り､その度に雪かきをしています｡地元の方は慣れているでしょうが､新参者には腰や竹中

にきますcJiLえば実家のある太TT7･押側は楽なi)のです｡冬は怒 りや雨のtjも多少ありますが､だいたい帖れています｡ましてや平など

殆 ど降りませんし､降っても稲もりません｡従って､雪用の長靴 ･手袋､スタッドレスタイヤ､雪かき用のスコップ等の雪対策グッズ

なんて必要ないのですが...｡新参省には家JHこもきて (響いて)います｡ (1I･M)
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